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共通事項(特記なき限り)

印は 耐震スリット を示す。

水平スリットの位置については、軸組図による。

壁は W18 とする。

h寸法は1FLからの立上り高さを示す。

手摺・接合部仕様は 2900N/m を保証する仕様とすること。

21
1階壁伏図、鉄骨間柱、
機械基礎伏図
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屋外階段2,3は別図による。

屋外階段1は別図による。
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設備架台基礎および機器荷重

基礎番号 機器荷重(kN)

14 1000×1800×3005.88 kN

合計8.82 kN 1300×1490×300
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2FL 梁伏図 1:200

2FL -2250レベル床伏図 1:200
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共通事項（特記なき限り）

スラブ・小梁天端はFL-10とする。

大梁天端はFL-200とする。

印は スラブ・小梁天端 FL-100 とする。

( )内数値はFLからの梁天端レベルを示す。

階段部は詳細図による。

スラブ天（下）端と梁天（下）端あるいは側面においてレベル差がある場合は、

打増しを行なうものとする。 なお、外構廻り、バルコニー先端などの見切り縁

印は スラブ・小梁天端 FL-200 とする。

梁・梁接合部にレベル差がある場合は、打増し補強要領図に準ずる。

屋外露出部分は亜鉛メッキを施すこと。ボルトはF8Tとすること。

PCa床版の取付けは、スラブ打設・硬化後に行うこと。

収縮帯はそれ以外のコンクリート躯体硬化後、後打するものとする。

（膨張剤コンクリート）

印は 収縮帯 を示す。

印は スラブ・小梁天端 FL-200(水下)～FL-150(水上)とし、

水勾配は意匠図による。

印は スラブ・小梁天端 FL-200(水下)～FL-20(水上)とし、

水勾配は意匠図による。

印は スラブ・小梁天端 FL+290 とする。

印は スラブ・小梁天端 FL-50 とする。

印は スラブ・小梁天端 FL-300 とする。

と躯体は、原則として打増しにて調整を行うものとする。

スラブ・小梁天端 FL-2250～-10 とする。

共通事項（特記なき限り）

大梁天端は FL-2250～-200 とする。

（ ）内数値はFLからの梁天端レベルを示す。

スラブ・小梁天端 FL-2250～-10 とする。

共通事項（特記なき限り）

大梁天端は FL-2250～-200 とする。

（ ）内数値はFLからの梁天端レベルを示す。

22 2階梁伏図
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共通事項（特記なき限り）

スラブ・小梁天端はFL-10とする。

大梁天端はFL-200とする。

印は スラブ・小梁天端 FL-100 とする。

( )内数値はFLからの梁天端レベルを示す。

階段部は詳細図による。

印は スラブ・小梁天端 FL-200 とする。

梁・梁接合部にレベル差がある場合は、打増し補強要領図に準ずる。

屋外露出部分は亜鉛メッキを施すこと。ボルトはF8Tとすること。

PCa床版の取付けは、スラブ打設・硬化後に行うこと。

収縮帯はそれ以外のコンクリート躯体硬化後、後打するものとする。

（膨張剤コンクリート）

印は 収縮帯 を示す。

印は スラブ・小梁天端 FL-200(水下)～FL-150(水上)とし、

水勾配は意匠図による。

印は スラブ・小梁天端 FL-200(水下)～FL-20(水上)とし、

水勾配は意匠図による。

片持ちスラブは CS21 とする。

印は スラブ・小梁天端 FL+290 とする。

印は スラブ・小梁天端 FL-50 とする。

印は スラブ・小梁天端 FL-300 とする。

スラブ天(下)端と梁天(下)端あるいは側面においてレベル差がある場合は、

打増しを行なうものとする。なお、外構廻り、バルコニー先端などの

見切り縁と躯体は、原則として打増しにて調整するものとする。

スラブ・小梁天端 FL-2250～-10 とする。

共通事項（特記なき限り）

大梁天端は FL-2250～-200 とする。

スラブ・小梁天端 FL-2250～-10 とする。

共通事項（特記なき限り）

大梁天端は FL-2250～-200 とする。
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共通事項(特記なき限り)

印は 耐震スリット を示す。

水平スリットの位置については、軸組図による。

壁は W18 とする。

h寸法は2FLからの立上り高さを示す。

はグレーチング敷とする。

ECP等開口補強 梁：shb19m、間柱：sP19m とする。

シャッター受け等には垂れ壁W180を設けること。

ネットフェンス受けは張力を保証する仕様とすること。

手摺・接合部仕様は2900N/mを保証する仕様とすること。
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共通事項（特記なき限り）

　J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

　　印はコンクリート打増しを示す。

　　印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を

内ダイヤフラム とする。

通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）

とし、板厚は柱板厚以上かつ梁フランジの2サイズアップ以上とする。

BPL下端は　基礎梁天端+50　とする。
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共通事項（特記なき限り）

　J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

　　印はコンクリート打増しを示す。

　　印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を

内ダイヤフラム とする。

通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）

とし、板厚は柱板厚以上かつ梁フランジの2サイズアップ以上とする。

BPL下端は　基礎梁天端+50　とする。

20
0

8000 8000

40000

40
00

70
0

2000
8000

45
00

10
0

31
50

86
00

34
50

80008000

70
0

20
0

10
0

5400

50900

45
00

40
00

75007500750075008000

86
00

31
50

7500

41
50 31
50

5400

86
00

45
00

7500

40
00

70
0

34
50

10
0

7500

20
0

50900

8000 7500 7500 7500

45
00

70000

7000

31
50

13
00

40
00

19
00

56000 7000

10
0

20
0

70
0

31
50

10
50

0

33
50 33
50

31
50

32 軸組図(2)

G36

P80

G36

FG33FG33AC1
7A

C1
7

C1
7A

F80 F80C
P80C

基礎底

1FL

梁天端

梁天端

RFL

2FL

設計GL

F90
P90

G29

F80C
P80C

FCG1FCG1

G28

FG32

F80

FG32A

P80

W18

W18

W18

基礎底

W18
FCG1

P90

SG20

FG28FG24FG24
SC

12

G25A

F90
P90
F90

基礎底
P100
F100

F90
F90

P90
F90

P90 P90

F90

P90

SC
12

W18

SG20

SC
12

SG21

FG24

SG21 SG21

SC
13

SC
12

SC
12

SC
13

G24G24A G24G24

SG20

SC
12 SC

12

SC
12

G24

SC
12

SC
13

C1
7A

FG23 FG24 FG24

G23A

SC
13

SC
12

SC
12

SC
121FL設計GL

2FL

RFL

基礎底

梁天端

梁天端

V26

W18 W18 W18

基礎底

G24

P90D

FG25

SC
13

SC
14

SC
14

SC
14

G28

梁天端

G24

SC
14

SC
14

G24 G24G24

P90D

SC
13

SC
14

SC
14

F90D

W18

F90DF90A
P90B
F90B

P90A
F90AF90A

P90AP90A

FG24

W18

SC
14

SC
13

FG25 FG24 FG24 FG24

SC
13

基礎底

梁天端

RFL

2FL

設計GL 1FL
FCG1

W18
W18

W18

FG1

P90

FG12

F80
P80P80

F90

G1

梁天端

C2

FG6FG6

SC
1

SC
1

G6

F100
P100

F100
P100

F90
P90

F100
P100

G1

C3

基礎底

C1

C3

C2C1

P100

FG1

P80

G6

FG12FG11 FG12 FG11

F80
基礎底P80

F100

PHRFL

梁天端

基礎底

RFL

2FL

設計GL 1FL

F80

FCG1FCG1

F80
基礎底 基礎底

S 建築工事

20230220

最終版

<代表設計者>

<構造設計者>

株式会社　柴建築設計事務所

2024年12月柴　恭
一級建築士　大臣登録　第52731号

一級建築士　大臣登録　第178097号
構造設計一級建築士証交付番号　第6499号

酒寄　光一

06国補都構　常陸太田市新総合体育館新築工事

V26
V26

V26 SG20

SG21SG21

SG20

V26
V26V26

V26

SG20

SC
12SG20

SG21 SG21 SG21

SG20

SC
12 SC

12

SC
12

V26 V26
V26

V26 SG20

SG21SG21

SG20

V26
V26V26

V26



（2023年版）

S=1:400(A3)

S=1:200(A1)

A2 通 軸組図　1:200

A3 通 軸組図　1:200

A4 通 軸組図　1:200

軸組図キープラン

C2C2 C1C1

C1C1 C2C2

C2C2 C1C1

X8

Y

Yn2

C2

A6

X2 X6 X10X9

A1

Y

A5

Ys2

X5

A6

A8

X3

A5

A3

A2

Yn5

Yn4

Yn3

Yn1

X7X4

Ys1

X3XX1

A2

A3

A4

A7

A8

A9

A10A1

A4

A7

A9

A10

C1

共通事項（特記なき限り）

　J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

　　印はコンクリート打増しを示す。

　　印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を

内ダイヤフラム とする。

通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）

とし、板厚は柱板厚以上かつ梁フランジの2サイズアップ以上とする。

BPL下端は　基礎梁天端+50　とする。
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共通事項（特記なき限り）

　J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

　　印はコンクリート打増しを示す。

　　印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を

内ダイヤフラム とする。

通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）

とし、板厚は柱板厚以上かつ梁フランジの2サイズアップ以上とする。

BPL下端は　基礎梁天端+50　とする。
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共通事項（特記なき限り）

　J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

　　印はコンクリート打増しを示す。

　　印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を

内ダイヤフラム とする。

通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）

とし、板厚は柱板厚以上かつ梁フランジの2サイズアップ以上とする。

BPL下端は　基礎梁天端+50　とする。
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共通事項（特記なき限り）

　J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

　　印はコンクリート打増しを示す。

　　印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を

内ダイヤフラム とする。

通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）

とし、板厚は柱板厚以上かつ梁フランジの2サイズアップ以上とする。

BPL下端は　基礎梁天端+50　とする。
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37 軸組図(7)

a5 通 軸組図　1:200

a4 通 軸組図　1:200

b1 通 軸組図　1:200
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共通事項（特記なき限り）

　J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

　　印はコンクリート打増しを示す。

　　印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を

内ダイヤフラム とする。

通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）

とし、板厚は柱板厚以上かつ梁フランジの2サイズアップ以上とする。

BPL下端は　基礎梁天端+50　とする。
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b3 通 軸組図　1:200

b4 通 軸組図　1:200
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共通事項（特記なき限り）

　J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

　　印はコンクリート打増しを示す。

　　印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を

内ダイヤフラム とする。

通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）

とし、板厚は柱板厚以上かつ梁フランジの2サイズアップ以上とする。

BPL下端は　基礎梁天端+50　とする。
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b6 通 軸組図　1:200

b5 通 軸組図　1:200

b7 通 軸組図　1:200
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共通事項（特記なき限り）

　J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

　　印はコンクリート打増しを示す。

　　印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を

内ダイヤフラム とする。

通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）

とし、板厚は柱板厚以上かつ梁フランジの2サイズアップ以上とする。

BPL下端は　基礎梁天端+50　とする。
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共通事項（特記なき限り）

　J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

　　印はコンクリート打増しを示す。

　　印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を

内ダイヤフラム とする。

通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）

とし、板厚は柱板厚以上かつ梁フランジの2サイズアップ以上とする。

BPL下端は　基礎梁天端+50　とする。
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共通事項（特記なき限り）

　J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

　　印はコンクリート打増しを示す。

　　印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を

内ダイヤフラム とする。

通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）

とし、板厚は柱板厚以上かつ梁フランジの2サイズアップ以上とする。

BPL下端は　基礎梁天端+50　とする。

40
00

10
0

45
00

30
50

10
50
0

19
00

70
0

70
0

19
00

31
50

45
00

10
0

10
50

0

31
50

20
0

40
00

32
50

41 軸組図(11)

G2

F100

C1

G2

FG2

F100

FG2

G2

F100

G2

P100P100

設計GL

C1C1 C1

C1

C1

C1

C1

梁天端

C1

基礎底

C1

F100
P100

F100
P100

G2

F100
P100

F100
P100

F100
P100 P100

F100
P100

F100
P100

FG2 FG2B FG2B FG2B FG2 FG2B

梁天端

RFL

2FL

1FL

PHRFL

FG2B

G2 G2G2 G2 G2

FG2

G2

W18
FG2

W18 W18
W18

P100

FG2A

C1

P100

V1

F91

梁天端

C1

FG2 FG2

2FL
G2

C1

G2

C1

C1 C1

C1

C1

C1

C1

P90P90

F100

FG2B FG2B FG2 FG2A

F100

FG2

F100F100
P100

F100F100
P100

F100
P100

F91
P90P100P100P100

F100

V1

PHRFL

1FL設計GL

G2A

RFL

基礎底

梁天端

SC
1

G2AG2A G2 G2A G2A G2A G2A G2

FG2A

W18

FG2FG2A

P90

W18W18

基礎底 基礎底

C1

c4 c3

C2

c4 c3

S 建築工事

20230220

最終版

<代表設計者>

<構造設計者>

一級建築士　大臣登録　第52731号

柴　恭

一級建築士　大臣登録　第178097号
構造設計一級建築士証交付番号　第6499号

酒寄　光一

06国補都構　常陸太田市新総合体育館新築工事

株式会社　柴建築設計事務所

2024年12月

V1

SC
1

V1

SC
1

V1 V1

SC
1

V1 V1

SC
1

V1 V1

SC
1

V1

SC
1 V1

SC
1

V1 V1

SC
1

V1 V1

SC
1

V1

SC
1

V1

SC
1V1

SC
1

V1

SC
1V1

SC
1

V1V1

SC
1

V1V1 V1
V1

SC
1

SC
1 V1

V1

SC
1 V1

V1

SC
1 V1



（2023年版）

06国補都構 常陸太田市新総合体育館新築工事

建築工事

20230220

最終版S

c4 通 軸組図 1:200

c3 通 軸組図 1:200

軸組図キープラン

Ys1 Y Ys2

Ys1YYs2

X8X7

A6

Yn5

A10

A2

Y

A7

A9

X1

A5

A3

Yn1

A1

Yn2

A2

A9

A5

A1

X2

Yn4

Yn3

X10X9X6X5X4X3

Ys2

Y

Ys1

X3X

A4

A6

A8

A10

A3

A4

A7

A8

共通事項（特記なき限り）

J印は現場継手位置を示す。WJ印は現場溶接位置を示す。

印はコンクリート打増しを示す。

印は構造スリットを示す。

間柱等二次部材 BPL下端 は、梁・スラブ天端+30 とする。

主体架構柱BPL下端レベルと梁天端にレベル差がある場合は打増し

を行うものとする。

柱・梁仕口部において、ダイアフラムは 原則3枚以下 とする。

柱節割については、施工条件等によって監理者の承諾の上、最終決定

するものとする。

また、ダイアフラム枚数が2枚を超える場合は、そのうち最低1枚を
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通しダイアフラムはSN490C（t>40はTMCP鋼、大臣認定品）
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屋外露出部分は溶融亜鉛メッキを施すものとする。

立上り壁（建物内部・外部）範囲および収縮目地位置は意匠図による。

スラブ符号の方向はスラブ主筋方向を示す。

（ ）内数値は、FLからの壁立上り高さを示す。

< >内数値は、FLからの梁天端レベルを示す。

印は梁－梁剛接合を示す。

印はコンクリート打増しを示す。

は横補剛材（B－TYPE）を示す。

※印は側面プレート貼りとする。

J 印は現場継手位置を示す。

階段部は階段詳細図による。

外装材はスラブ硬化後に取り付けのこと。

建物外部軒天には C-100x50x20x2.3 @450以下 を設置する

ものとする。
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